
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
の
命
を
受
け
、
花
房
中
佐
の
訓
示
を
受
け
、

真

珠

湾

攻

撃

特

殊

潜

航

艇

イ
号
第
二
十
四
潜
水
艦
艤
装
員
附
。
昭
和
十
六
年
七
月
二
日
。
日
支
事
変
に
続
い
て

益
々
国
際
状
勢
も
緊
迫
と
な
り
、
本
艦
も
佐
世
保
工
廠
に
て
急
き
ょ
昼
夜
工
事
が
進
め

ら
れ
、
同
年
十
月
、
三
笠
宮
殿
下
御
臨
席
の
も
と
に
、
進
水
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

威
風
堂
々
太
平
洋
に
進
水
し
た
。
そ
の
勇
姿
は
海
の
男
な
ら
で
は
味
え
な
い
感
動
で
し

た
。
同
十
一
月
三
日
呉
軍
港
に
回
航
。
ま
だ
一
カ
月
の
訓
練
も
で
き
な
い
時
、
特
殊
潜

航
艇
（
魚
雷
発
射
管
二
門
を
持
つ
二
人
乗
り
）
で
、
イ
号
潜
水
艦
の
後
部
甲
板
か
ら
発

進
し
た
も
の
だ
っ
た
。
僚
艦
イ
十
六
、
イ
十
八
、
イ
ニ
十
、
イ
ニ
十
二
の
五
艦
に
搭
載

で
し
た
。
本
艦
に
は
、
酒
巻
和
男
元
海
軍
少
尉
稲
垣
二
曹
も
乗
組
で
し
た
。

愈
々
海
竜
に
移
乗
の
際
は
航
空
服
に
て
身
を
固
め
、
日
の
丸
の
む
す
び
熱
量
食
軍
刀
、

鉢
巻
姿
で
乗
組
ん
だ
の
で
し
た
が
、
ジ
ャ
イ
ロ
・
コ
ン
。
ハ
ス
不
良
と
の
連
絡
で
し
た
が
、

こ
こ
で
浮
上
す
れ
ば
一

0
0人
全
滅
の
恐
れ
あ
り
と
の
事
で
、
潜
望
鏡
に
て
出
撃
し
た
。

当
日
我
が
機
動
部
隊
の
空
母
か
ら
飛
び
立
っ
た
航
空
機
が
「
。
ハ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」
を
奇

襲
攻
撃
中
で
し
た
。
故
障
の
た
め
か
、
戦
果
も
あ
が
ら
な
い
ま
ま
全
滅
で
し
た
。
酒
巻

艇
は
敵
駆
逐
艦
の
爆
雷
攻
撃
を
受
け
た
末
珊
瑚
礁
に
座
礁
。
稲
垣
二
曹
と
共
に
、
陸
に

向
っ
て
泳
い
だ
も
の
の
気
を
失
い
、
気
づ
い
た
時
は
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
、
米
国
兵

に
両
腕
を
掴
ま
れ
、
日
本
軍
人
と
し
て
の
最
大
恥
辱
感
と
最
大
苦
悶
が
湧
い
て
出
た
と

聞
き
ま
す
。
自
決
す
る
機
会
を
失
っ
た
。
酒
巻
少
尉
は
ハ
ワ
イ
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
の

で
す
。
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収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
四
年
後
の
昭
和
二
十
年
十
二
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
を
発
っ
て
帰

国
の
途
に
着
く
。
帰
国
後
し
ば
ら
く
郷
里
（
徳
島
県
）
の
自
宅
で
生
活
し
て
い
た
が
、

翌
年
知
人
の
紹
介
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
入
社
、
総
務
課
や
輸
出
課
を
経
て
、
四
十
四
年

に
ブ
ラ
ジ
ル
ト
ヨ
タ
の
社
長
と
し
て
南
米
に
渡
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

広
島
で
原
爆
体
験
を
持
つ
、
貞
子
夫
人
と
二
十
一
年
に
結
婚
し
て
い
る
。
式
を
挙
げ

た
の
が
八
月
十
五
日
と
い
う
か
ら
戦
争
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
戦
陣
訓
の
言
葉
が
あ
り
、
こ
の
人
ほ
ど
重
く
受

け
止
め
た
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
潜
水
艦
の
主
計
課
の
長
と
し
て
、
士
官
か
ら
兵
卒
ま

き
よ

で
の
食
事
は
私
の
一
手
に
か
か
っ
て
居
り
、
栄
養
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
撮
と
な
る
献
立
料

理
は
、
新
鮮
の
野
菜
等
は
無
く
、
乾
物
類
、
缶
詰
野
菜
、
缶
詰
飯
で
苦
労
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
勤
め
は
何
ん
と
言
っ
て
も
頑
健
の
体
力
、
不
屈
ふ
と
う
の
精
神
力
の
持
主
で

無
い
と
務
め
ら
れ
な
い
。
私
は
他
の
艦
船
、
陸
上
部
隊
な
ら
ど
ん
な
カ
ン
難
辛
苦
で
も

良
い
、
と
何
度
か
心
に
思
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
幸
い
部
下
で
あ
る
佐
藤
さ
ん
、
篠
原
さ

ん
が
よ
く
協
力
し
て
和
を
保
て
、

一
致
責
任
を
果
し
た
事
は
今
で
も
感
謝
の
念
で
一
杯

真
珠
湾
攻
撃
の
大
任
を
果
し
て
ク
エ
ゼ
リ
ン
島
に
上
陸
、
紺
碧
の
空
入
道
雲
が
静
か

に
流
れ
「
ザ
ー
ツ
」
と
降
る
「
ス
コ
ー
ル
」
も
瞬
く
間
に
止
み
、
燦
然
と
輝
く
太
陽
、

青
青
と
澄
み
き
っ
た
海
、
島
民
か
ら
の
。
ハ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、
バ
ナ
ナ
、
椰
子
油
で
揚
げ

新

井

貢

＾ 
山

•
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で
し
た
。

特
殊
航
艇
に
つ
い
て
。

発
射
の
際
に
は
こ
れ
を
突
飛
ば
す
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

安
全
深
度
一

0
0
メ
ー
ト
ル

六
ノ
ッ
ト
X
十
四
時
間

航
続
力
水
中
二
十
五
ノ
ッ
ト

X
0、
九
時
間

軸
馬
力

電
動
機
六

0
0馬
力
X

た
「
ド
ウ
ナ
ツ
」
、
島
民
に
よ
る
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
な
ど
の
状
況
で
慰
め
ら
れ
、
世
界

の
国
々
が
経
済
問
題
等
で
戦
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
乍
ら
も
、
ひ
と
と
き
の

私
は
こ
の
生
活
で
根
性
を
い
や
と
言
う
程
感
じ
体
験
で
今
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
次

に
同
乗
で
あ
っ
た
、
当
時
大
尉
、
荒
木
浅
吉
さ
ん
は
航
海
長
と
し
て
勤
務
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
艦
長
に
な
り
海
上
自
衛
隊
の
前
身
海
上
警
備
隊
が
発
足
し
た
二
十
七
年
に
入
隊
、

第
二
掃
海
隊
司
令
や
、
防
衛
大
学
校
の
教
授
な
ど
勤
め
、
三
十
二
年
再
び
潜
水
艦
く
ろ
し

お
の
艦
長
と
な
っ
た
。
三
十
四
年
一
月
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
潜
水
学
校
に
留
学
し
て
、
新
し
い

潜
水
艦
の
教
育
を
受
け
、
国
産
一
号
艦
お
や
し
お
の
建
造
を
指
導
し
た
。
戦
後
の
「
ブ
ラ
ン

ク
」
に
遅
れ
を
と
り
も
ど
し
、
優
秀
な
潜
水
艦
乗
員
も
多
数
養
成
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

四
十
六
オ
に
し
て
、
海
上
自
衛
隊
初
代
司
令
に
な
り
、
海
将
と
し
て
退
職
し
て
神
奈

川
県
鎌
倉
市
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
出
身
地
は
山
形
県
で
す
。

カ
ク
シ
ャ
ク

先
日
電
話
で
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
益
々
墾
錬
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
本

年
十
一
月
か
十
二
月
に
、
潜
水
艦
乗
組
員
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
と
の
お
知
ら
せ
で
あ

り
ま
し
た
。
当
時
イ
ニ
十
四
潜
乗
員
は
、
海
将
荒
木
浅
吉
さ
ん
、
元
海
軍
少
尉
酒
巻
和

男
さ
ん
、
砲
術
長
の
山
本
（
現
一
流
会
社
の
顧
問
を
し
て
い
る
）
さ
ん
と
私
の
四
人
と

思
わ
れ
ま
す
。

特
殊
潜
航
艇
の
着
想
は
、
昭
和
七
年
頃
当
時
艦
政
本
部
第
一
部
二
課
長
で
あ
っ
た
岸

本
海
軍
大
佐
の
発
案
で
し
た
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
に
か
か
っ

て
名
和
造
兵
中
佐
（
後
技
術
中
将
・
電
気
）
の
開
発
に
よ
る
大
容
量
の
二
次
電
池
の
カ

そ
の
最
初
の
試
作
艇
は
昭
和
8
年
呉
工
廠
で
二
隻
建
造
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
性
質

上
機
密
扱
で
、
そ
の
名
称
も
そ
の
以
前
に
極
秘
裡
に
実
験
完
成
し
た
。
高
速
標
的
船
の

潜
望
鏡
三
メ
ー
ト
ル
X

一
本

発
射
管
四
十
五
セ
ン
チ
X
二
門

深
直
径
一
、
八
五
メ
ー
ト
ル

幅
直
径
一
、
八
五
メ
ー
ト
ル

全
長
二
十
三
、
九
メ
ー
ト
ル

懺
し
い
思
い
出
で
し
た
。

続
き
の
実
験
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
標
的
と
い
い
ふ
ら
し
、
こ
れ
を

A
標
的
と
呼
称
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
翌
九
年
の
試
航
で
は
実
に
水
中
二
十
七
、
五
ノ
ッ
ト
と
、
す
ば

ら
し
い
速
力
を
得
て
、
こ
の
艇
が
建
造
可
能
な
る
こ
と
を
立
証
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
要
目
は
。

常
備
四
十
四
ト
ン

予
備
浮
量
一
、
五
ト
ン

電
池
特
口
型
X
二
三
二
個

開
発
A
型
大
力
量
電
池

水
中
二
十
五
ノ
ッ
ト

乗
員
二
人

本
艇
の
形
状
は
全
く
魚
雷
を
拡
大
し
た
も
の
で
、
前
端
に
上
下
二
段
に
四
十
五
セ
ン

チ
魚
雷
発
射
管
を
有
し
、
最
初
の
も
の
は
、
発
射
管
は
解
放
型
で
あ
っ
た
か
ら
魚
雷
は

常
に
水
浸
し
て
あ
っ
た
も
の
を
、
後
に
は
こ
れ
に
キ
ャ
ッ
プ
を
付
け
て
、
水
防
と
し
て

こ
れ
に
従
事
す
る
者
は
、
機
密
保
持
の
た
め
厳
重
な
監
督
を
受
け
、
宣
誓
し
、
登
録
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認
定
さ
れ
た
。

平
成
元
年
八
月
十
五
日

お
わ
り

し
特
殊
の
写
真
付
、
マ
ー
ク
や
バ
ッ
ジ
を
付
け
工
場
に
出
入
り
の
都
度
点
検
を
受
け
て

か
く
し
て
最
初
の
五
隻
が
真
珠
湾
の
襲
撃
に
参
加
し
た
も
の
で
し
た
。
イ
号
第
二
十
四

潜
は
シ
ド
ニ
ー
港
攻
撃
後
キ
ス
カ
島
の
近
海
で
最
後
は
敵
駆
遂
艦
の
雷
撃
を
受
け
て
沈

没
し
た
と
の
事
で
こ
れ
は
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
十
八
年
六
月
十
一
日
喪
失
と

, .. 
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